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気象庁作成 

 

 

２月 28 日 静岡県中部の地震 

今回の地震

ａ 

２月28日02時25分に静岡県中部の
深さ18kmでM2.5の地震（最大震度１）
が発生した。この地震の発震機構は、
東西方向に張力軸を持つ型である。
1997年10月以降の活動を見ると、

今回の地震の震源付近（領域ｂ）で
は、M3.5以上の地震が時々発生して
いる。 

今回の地震

Ａ                Ｂ

震央分布図（1997年10月１日～2011年３月13日、
M≧0.5、深さ0～60km） 

深さ25km以浅の地震を濃く、それより深い地震を薄く表示。 

ｂ

領域ｂ内の地震活動経過図領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影）

ＢＡ

東海地震の想定震源域

震央分布図（1923年８月１日～2011年３月13日、
M≧4.0、深さ0～60km） 

今回の地震の
震央位置 

1923年８月以降の活動を見ると、
今回の地震の震央周辺（領域ｃ）で
は、M5.0前後の地震が時々発生して
いる。 

領域ｃ内の地震活動経過図 

ｃ
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気象庁地震予知情報課作成 

2011 年３月 15 日 22 時 31 分に静岡県東部で発生した MJMA6.4 の地震について，（独）防災科学技術研究

所が展開する強震観測網（以下，K-NET），基盤強震観測網（以下，KiK-net）の観測点の強震波形を用い

て震源過程解析を行った． 

破壊開始点は DD 法を用いて再決定した本震の震源位置（N35.3145°, E138.7143°，深さ 15km）とした．

断層面のパラメータは，DD 法を用いて再決定した余震分布を参考に走向 31°，傾斜 80°とし，すべり角

は CMT 解（暫定解）によるすべり角 42°の片側 45°の幅に収める拘束条件を与えた． 

 

主な結果は以下のとおり． 

・ 主なすべりは初期破壊開始点より浅い部分にあり，主な破壊継続時間は約 5秒間であった． 

・ 断層の大きさは長さ約 6km,幅約 10km（最大破壊伝播速度を 2.0km/s と仮定した場合），最大のすべり

量は約 1.0ｍ． 

・ モーメントマグニチュードは 6.0 であった． 

３月 15 日 静岡県東部の地震 
－ 近地強震波形による震源過程解析（暫定）－ 

解析には（独）防災科学技術研究所の K-NET・KiK-net の波形データを使用した．記して感謝します．
※ この解析結果は暫定であり，今後更新する可能性がある． 

Mo=1.12E+18Nm(Mw=5.97) 
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